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【令和３年度実績】 

1. 全国共同利用・共同研究拠点活動および企業利用促進の取り組み 

No.33 ②-4 国際共同利用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点の機能強化 

実績報告 

本センターは、共同利用・共同研究拠点の構成機関として特徴のある大規模科学技術計算シス

テム(いわゆるスーパーコンピュータ、スパコン)を整備・運用し、その利用者支援を積極的に行っ

てきた。本センターでは令和 2年 10月から新スパコンである AOBAの運用を開始した。運用開

始以降、AOBAの利用率は常に高い状況が続いている。これは本センターが AOBAへの移行作

業を中心として、利用者支援を積極的に行った証左である。また、令和 3年度もHPCI、JHPCN

の採択課題をはじめとして多くの計算科学研究者との共同研究を実施でき、単純な演算性能だけ

ではなく利用者支援等も含めた総合力で、さらに大規模なスパコンを有する他大学のセンターと

比較してもそん色のない魅力をもつセンターであることを示した。令和 4年度および 5年度には

AOBAの計算能力を段階的に増強することを予定しており、システム規模においても他センター

に肩を並べることとなる。現在、増強以降も高い利用率を達成できるように、新規利用者の獲得に

向けた利用者支援および広報活動に努めている。 

本センター教職員による高速化支援に関するノウハウの蓄積と共有、および NECとの長年の協

力関係により、スパコン AOBAの中核となっている SX-Aurora TSUBASAに関して、本センター

は世界的に見ても先駆的な利用支援体制を確立することができている。平成 30年度からスパコ

ンの企業利用にも積極的に取り組み、企業間の技術的連携を本センターが仲介する「BUB連携」

を実現した。令和 3年度は、高速化支援業務を主担当とする特任准教授(運営)を雇用し、産学連

携のさらなる充実・強化に取り組んできた。その結果として、三井共同建設コンサルタント株式会

社との継続的な産学連携による共同研究体制を確立することができた。本センターを介して産産

連携を行った NECも、同社の SX-Aurora TSUBASAの適用範囲を広げるための有用な取り組

みとして評価しており、次年度も継続してこの取り組みに参加していくことが決まっている。また、

この取り組みを通じて飛躍的に高速化されたリアルタイム洪水シミュレーションは、今後いくつか

の地方自治体において防災・減災のために利用されることが決まっている。他にも、引き続き東京

エレクトロンおよび NECとの BUB連携に取り組み、東京エレクトロン側では有機シリコン分子の

シミュレーションで本センターのシステムを精力的に活用している。令和 3年 12月には、利用者

支援業務の中核を成すスーパーコンピューティング研究部にて助教を新規採用し、体制のさらな

る拡充を果たした。また、本センターのスパコンはマテリアルズインテグレーションシステム

CoSMICのインフラとしても今後利用されることになっており、さらなる民間利用の促進が期待さ

れている。 

http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/03/press20220318-02-service.html 

 

2. 安全安心を支える社会基盤としてのスパコン整備 

No.33 ②-4 国際共同利用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点の機能強化 

実績報告 

当センターでは、2011年 3月 11日に発生した東日本大震災での津波災害を教訓として、発災直

後に津波被害の全貌を短時間で把握可能とするため、コンピュータシミュレーションを活用したリ

アルタイム津波浸水被害推計システムの研究開発を行っている。本研究成果は内閣府総合防災

http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/03/press20220318-02-service.html
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システムの一機能として採用され、当センターのスーパーコンピュータ AOBAを用いた運用を実

施している。本システムは、大規模津波の発生が予測されている千島海溝、日本海溝、南海トラ

フ域をターゲットとして北海道から鹿児島県までの太平洋沿岸の津波被害推計を行っている。 

本年度は、日本海における過去の津波被害から内閣府の委託業務として津波被害推計領域を日

本海へ拡張する開発を実施した。本開発により、図 1に示すように太平洋沿岸 13,000 km（図赤

色）、日本海沿岸 1,000 km（図青色）の津波被害推計を AOBA-Aを用いて 30分以内に内閣府

に送付することが可能となった。 

また、本年度はアウトリーチ活動として、一般財団法人高度技術社会推進協会の TEPIA先端技

術館にて本システムの紹介展示を実施している（展示は新型コロナ感染防止のためオンライン展

示になっている https://www.tepia.jp/exhibition）。図 2がWEBでの表示イメージである。な

お、TEPIA先端技術館は、より良い未来社会をつくるために解決が必要な社会的課題と、最新の

先端技術を、次世代を担う若者に分かりやすく紹介する展示施設である（東京都港区北青山）。 

さらに、熱中症リスク評価システムのさらなる高度化を目指して、太陽光・暑熱複合ばく露におけ

る熱中症リスクシミュレータの高精度化と熱中症搬送者数などの統計データとの連携による熱中

症予防啓発に対する大規模解析結果の有効利用の検討を進めた。これまでの検討で、熱中症搬

送者数と各パラメータとの関連性の調査を行った結果、気象データ(平均気温，WBGT)よりも、ス

ーパーコンピュータを用いたマルチフィジックスシミュレーションによって得られた深部体温や発汗

量のほうが熱中症搬送者数との相関が高いことを明らかにしている。熱中症搬送者数の予測精

度を 8都道府県のデータで検証し、予測手法の一般性を確認した。研究結果は、2017年から日

本気象協会で公開している「熱中症セルフチェック」に利用され、2021年 4月から 9月までの間

に約 19万件のアクセスを記録するなど広く社会に還元されている。 

 図 1 本システムが津波被害推計を行う海岸線.jpg,  図２ TEPIA先端技術館における本シ

ステムの紹介イメージ.png 

 

3. 多様な教育研究活動等を支える情報基盤の活用充実と高度化 

No.79 ①-1 多様な教育研究活動等を支える情報基盤の活用充実と高度化 

実績報告 

• セキュアウェブサービス：部局等のウェブページにおいて CMS を学内向けサーバで使用

して安全にページ作成し、グローバルの公開用サーバに転送し公開する「セキュアウェブ

サービス」を一昨年度から提供しており、今年度はそのさらなる安定的なサービス提供を

継続的に実施した。これは、高機能化、業務最適化とセキュリティ強化に効果的な、全国

の国立大学に先駆けた先進の取組みである。 

（添付 3-1）セキュアウェブサービス（概要）.pdf 

• 東北学術研究インターネットコミュニティ（TOPIC）：東北地区の大学等が参加する

TOPIC への支援を事務局・幹事として行っている。今年度も講習会や研修会及び技術的

支援や人材育成を通じて、東北地区における学術研究・教育活動を支援し、地域貢献と

しての貴重な活動を実施した。 

https://www.tepia.jp/exhibition
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B31%20%E6%9C%AC%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E3%81%8C%E6%B4%A5%E6%B3%A2%E8%A2%AB%E5%AE%B3%E6%8E%A8%E8%A8%88%E3%82%92%E8%A1%8C%E3%81%86%E6%B5%B7%E5%B2%B8%E7%B7%9A.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B3%EF%BC%92%20TEPIA%E5%85%88%E7%AB%AF%E6%8A%80%E8%A1%93%E9%A4%A8%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E6%9C%AC%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E3%81%AE%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%82%A4%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%82%B8.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B3%EF%BC%92%20TEPIA%E5%85%88%E7%AB%AF%E6%8A%80%E8%A1%93%E9%A4%A8%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E6%9C%AC%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E3%81%AE%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%82%A4%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%82%B8.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%983-1%EF%BC%89%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%96%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%EF%BC%88%E6%A6%82%E8%A6%81%EF%BC%89_1.pdf
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• 研究・教育・大学運営における DXへの取り組み：昨年度行われたオフィス製品・

Microsoft 365、数値解析ソフト・MATLAB、グループウェア・サイボーズ Garoonなどの

全学規模のライセンス導入・サービス運用開始において、本センター教員がその企画段

階から運用段階に至るまで、専門知識を生かして様々な場面で技術的な支援を行いつ

つ、円滑な導入と、さらなる安定的な稼働に貢献した。さらに、本センター教員の強力な後

押しによって導入された Google G Suite for Education について情報部と協働し、その

安定的な運用、機能拡張、セキュリティ確保、本学情報システムとの連携など、運用最適

化・高度化にも寄与した。この成果は、別に述べる本学のコロナ禍への対応において、そ

のプラットフォームとしての重要な役割を担うこととなり、コロナ禍での本学の研究・教育

の危機的な状況において大きく貢献している。また、コネクテッドユニバーシティ構想の実

現に向けて、本学の研究・教育・大学運営 DXの推進を支える基盤として重要な取り組

みである。 

• 新型コロナウイルス感染症対応の取り組み：コロナ禍におけるオンライン授業や学生支

援のため、新型コロナウイルス感染症対策遠隔授業タスクフォース/ワーキンググループ

から組織変更した「デジタル教育アドバイザリ・グループ」に、本センターから教員が多数

主要メンバーとして参画し、本学のオンライン授業等への対応を強力に支援した。ネット

ワーク基盤の支援としては、学外からの教職員・学生の学内ネットワークへのアクセスを

セキュアに行うための VPNサービスの安定的な運用支援を実施した。また、本センター

の菅沼拓夫教授は、オンライン授業を実施する教職員向けの情報共有掲示板として、

「東北大学オンライン授業コミュニティ Slack」を主催し、教員・職員・学生 TAや部局・部

署の枠を超えて、全学規模でオンライン授業の様々な情報を迅速に交換できる場を引き

続き提供している。これによりコロナ禍におけるオンライン授業の運用を効果的に支援

し、担当センターや部局等の支援担当者への質問対応などの負担低減に大きく貢献し

た。 
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• 新型コロナウイルス感染症対応の取り組みの全国展開：本センターの菅沼拓夫教授は、

国立情報学研究所主催の「大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイ

バーシンポジウム」の企画・運営会議に中核メンバーとして参画し、令和 4年 3月までに

計 48回に渡り開催された同シンポジウムの実施に大きく貢献した。また、同シンポジウ

ムにおいて、本センター教員がこれまで 7回講演を行い(最大で同時視聴者は約 2,000

名、令和 3年度は 2回)、本学におけるコロナ禍でのオンライン授業対応やコネクテッドユ

ニバーシティ構想などの DX推進の取り組みについて、全国の大学等の関係者に対し幅

広く周知・展開した。 

（添付 3-4）NIIシンポジウム 20211210.pdf 

（添付 3-5）NIIシンポジウム 20220304.pdf 

 （添付 3-1）セキュアウェブサービス（概要）.pdf,  （添付 3-2）R3-topic総会.png,  （添付

3-3）slack-olc.jpg,  （添付 3-4）NIIシンポジウム 20211210.pdf,  （添付 3-5）NIIシンポジ

ウム 20220304.pdf 

 

4. 情報環境のセキュリティ強化と教育 

No.79 ①-1 多様な教育研究活動等を支える情報基盤の活用充実と高度化 

No.77 ①-3 内部統制システムの構築・運用 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%983-4%EF%BC%89NII%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%82%B8%E3%82%A6%E3%83%A020211210.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%983-5%EF%BC%89NII%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%82%B8%E3%82%A6%E3%83%A020220304.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%983-1%EF%BC%89%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%96%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%EF%BC%88%E6%A6%82%E8%A6%81%EF%BC%89_1.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%983-2%EF%BC%89R3-topic%E7%B7%8F%E4%BC%9A.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%983-3%EF%BC%89slack-olc.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%983-3%EF%BC%89slack-olc.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%983-4%EF%BC%89NII%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%82%B8%E3%82%A6%E3%83%A020211210.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%983-5%EF%BC%89NII%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%82%B8%E3%82%A6%E3%83%A020220304.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%983-5%EF%BC%89NII%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%82%B8%E3%82%A6%E3%83%A020220304.pdf
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実績報告 

• 情報セキュリティの教材：本学の教職員と学生を対象とする「コンピュータネットワーク安

全倫理に関するガイドライン」を平成３１年度に大改訂し、その見直しを随時行っている。

また、同ガイドラインに「東北大学情報セキュリティガイドブック」の別名を付けて、新入生

等に配布している。親しみやすく要点を把握しやすい構成の教材としているため、講習会

では印象に残りやすいなど高評価である。 
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• 情報セキュリティに関する教育啓発：e ラーニング教育の効果向上と受講者の負担軽減

を意図して、コンプライアンス教育（個人情報保護）との連携を図り、「情報セキュリティ・個

人情報保護教育」に一本化して日本語版・英語版で実施するとともに、動画のスキップな

どの改良を加えて実施している。アンケート結果では「有効」及び「やや有効」としている

回答が多く、本施策の効果を示している。 

• 大学間連携の実践的セキュリティ人材育成：文部科学省「成長分野を支える情報技術人

材の育成拠点の形成（enPiT2、平成 28～令和 2 年度）」事業の後継の自走事業として、

本センターの教員がセキュリティ分野 Basic SecCap コースを推進している。具体的には、

本センターの教員が情報科学研究科の実践的情報教育推進室員、及び講義担当として

この事業を実施し、他大学及び産業界との企画調整及びセキュリティ総論 A やネットワ

ークセキュリティ基礎演習などの講義・演習を担当している。この統一カリキュラムに今年

度は（令和 4年 3月現在）本学で約 34名、46の連携校・参加校全体で約 440名(前年

度は約 350名)の登録学生があり、学生からの関心が高い。令和 3年度は、33科目を

提供し、オンライン講義の専門科目のほかに演習科目の一部のオンライン実施も開発し

た。また、大学院の SecCap コース（平成 24~28 年度の補助事業の後に自主継続）のセ

キュリティ分野に 5 大学院の一つとして本学情報科学研究科が参加して、幅広い産業分

野において求められている「実践的なセキュリティ技術を習得した人材（実践セキュリティ

人材）の育成」を実施し、また、社会人向けの enPiT-Pro（平成 29～令和 3 年度）で

ProSec セキュリティマインドコースに令和 3年度は社会人 2名を受け入れて実施してお

り、情報セキュリティ分野のリカレント教育にも貢献している。 

 
 

• 学内の情報基盤の情報セキュリティ：学内の企画・運用において、CSIRT の主要メンバ

ーとして本センターの教員が関わるなど、学内の教職員のサイバーセキュリティに関する

意識や知識・技術の向上にも努めている。その成果も徐々に数値として表れており、外部

からのセキュリティインシデントの疑いのある通信に関する通知(NII-SOCSからの警告

通知)は、令和元年度 425件、令和 2年度 287件だったのに対し、令和 3年度は 78件

に低減されてきている。 
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 （添付 4-1）東北大学情報セキュリティガイドブック_表紙_0.jpg,  （添付 4-2）enPiT2 セキュ

リティ分野 BasicSecCapコース_0.png 

 

5. 学術無線 LAN ローミング eduroamの利用範囲拡大 

No.79 ①-1 多様な教育研究活動等を支える情報基盤の活用充実と高度化 

実績報告 

• 学術無線 LAN ローミング eduroam：学術無線 LAN ローミング eduroam の設計・構

築、及び日本国内の高等教育機関への展開は、本センターの後藤英昭准教授が全国の

大学等を取りまとめて先導してきたものである。eduroamは平成 29 年度より国立情報

学研究所(NII)で事業化したが、NII との密な連携により、 今年度も引き続き中心メンバ

ーとして国内高等教育機関への普及・展開、最新技術の調査と研究開発等、継続的に活

動を行った。国内 327機関（令和 4年 3月）が参加している。 

• eduroamの利用範囲拡大に向けた取り組み：本センターの後藤英昭准教授を中心に、

edoroamの利用範囲拡大に向けた取り組みとして、セキュア公衆無線 LANローミング

研究会主催者の立場で、Cityroam、OpenRoaming、国内初等・中等教育機関向けなど

への展開に積極的に取り組んでいる。具体的には、バス車内への導入や勤労者会館な

どの公共施設への展開などの実績がある。 

（添付 5-1）バス車内.pdf 

（添付 5-2）うるおい館.pdf（添付 5-3） 

（添付 5-3）しなのき.pdf 

• 国際共同研究の推進：「次世代公衆無線 LANローミングを用いたオープンかつセキュア

な Beyond 5Gモバイルデータオフローディング」として、国立研究開発法人情報通信研

究機構による「Beyond 5G研究開発促進事業」の「Beyond 5G国際共同研究型プログラ

ム」に採択され、研究開発を開始した。具体的には、eduroamを推進してきた欧州

GÉANTと共同で、次世代公衆無線 LANローミングである OpenRoamingを、一般の店

舗、商店街、施設、地方公共団体などが提供する無料の公衆Wi-Fiサービスにおいて

幅広く利用できるようにするための技術を確立し、Wi-Fi接続をどこでも可能にするため

の国際共同研究を進めている。 

（添付 5-4）B5Gプレスリリース.pdf 

 （添付 5-1）バス車内.pdf,  （添付 5-2）うるおい館.pdf,  （添付 5-3）しなのき.pdf,  （添

付 5-4）B5Gプレスリリース.pdf 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%984-1%EF%BC%89%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF_%E8%A1%A8%E7%B4%99_0_0.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%984-2%EF%BC%89enPiT2%20%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E5%88%86%E9%87%8E%20BasicSecCap%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9_0_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%984-2%EF%BC%89enPiT2%20%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E5%88%86%E9%87%8E%20BasicSecCap%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9_0_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%985-1%EF%BC%89%E3%83%90%E3%82%B9%E8%BB%8A%E5%86%85.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%985-2%EF%BC%89%E3%81%86%E3%82%8B%E3%81%8A%E3%81%84%E9%A4%A8.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%985-3%EF%BC%89%E3%81%97%E3%81%AA%E3%81%AE%E3%81%8D.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%985-3%EF%BC%89%E3%81%97%E3%81%AA%E3%81%AE%E3%81%8D.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%985-4%EF%BC%89B5G%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B9.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%985-1%EF%BC%89%E3%83%90%E3%82%B9%E8%BB%8A%E5%86%85.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%985-2%EF%BC%89%E3%81%86%E3%82%8B%E3%81%8A%E3%81%84%E9%A4%A8.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%985-3%EF%BC%89%E3%81%97%E3%81%AA%E3%81%AE%E3%81%8D.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%985-4%EF%BC%89B5G%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B9.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%EF%BC%88%E6%B7%BB%E4%BB%985-4%EF%BC%89B5G%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B9.pdf

